
曲目解説 

「心の四季」髙田三郎 坂本秀明 

 作曲家髙田三郎といえば、まず「水のいのち」を思い浮かべる方が多いのですが、マニアックな髙田ファンから

は「心の四季」の方が好きという意見を耳にします。新任の杉山範雄さんもその一人です。 

 「心の四季」は、詩人吉野弘氏が作曲家髙田三郎のために提供した 35 編の作品から、髙田氏が 7 編を選び

構成した組曲です。「心の四季」というタイトルは、7 編の詩の 1 編から作曲者のイメージが湧き、彼自身がつけ

たといわれています。変化に富んだ日本の美しい四季が繊細な感性で歌われている詩を組曲の象徴として第 1

曲目におき、あとは春夏秋冬を構成する詩を選んで循環する時間の中に生かされている命、生と死を歌ってい

る作品です。2001 年に髙田三郎氏は「ひたすらないのち」というエッセイ集を出版しました。このエッセイの中に

「心の四季」の創作に関する記載がありますので、それを引用させていただきながら一曲ずつ解説していきま

す。 

１．風が 

 －風に吹かれて舞い落ちる桜の花びらを見ていると、春が刻一刻弱くなっているようだ。私たち人間も見えな

い時間に吹かれて、やはり弱くなっていく。人々はそれに気づいていきているのだろうか？ ̶ という内容。この第

１曲の題について吉野氏は「＜見えない時間＞はどうでしょう」と髙田氏に提案しましたが、髙田氏は詩の最初

の言葉「風が」を選び、吉野氏に賛成してもらったそうです。 

２．みずすまし 

 不思議な昆虫「みずすまし」。浮いている、泳いでいる、そして時々水にもぐる。われわれ人間は分厚い日常と

いう名の水面に浮いていて、もぐらないし、もぐれないままである。 

３．流れ 

 豊かでおおらかな川の流れ、その水流を噛む馬のように流れに逆らう岩。水中には強靭な尾で水を蹴り遡って

いく魚。（岩を男声で、魚を女声で表している）豊富な水流はむしろ、卑屈な者たちを川下へ川下へと押し流して

いる。岩と魚と水流は、一見反発しているようだが、実は共生している。 

４．山が 

 山の澄んだ空気。響き合うエコー。山の地方。遠近の山々。歌う人たち聴く人たちも、その澄んだ空気の中へ

連れて行けたらという願いの曲。 

５．愛そして風 

 詩は作曲に際しての吉野氏の書き下ろし。 

 「枯草は、風が吹けばそよぐが、風が去れば素直に静まる。どうしてだろう？人だけは過ぎた昔の愛の疾風（は

やて）に、いつまでも吹かれざわめき、その思い出を歌うことをやめない。」髙田作品にはめずらしいロマンティッ

クな音楽がつけられているのは、愛の苦しさ、辛さ、哀しきゆえではないでしょうか？ 

６．雪の日に 

 この詩について吉野氏（山形出身）は、「日本の中部、西部、南部では、雪は＜祝福＞として降る。すなわち、

あたりをうっすら雪化粧して、又すぐ消えてしまう雪である。しかし、東北地方の雪は、おさえきれない人間の精



神のように激しく、いつまでもいつまでもふりつづける」と書いている。この曲の中に持続されるフォルテは、その

フォルテなのである。「色の白いは七難隠す」という白色信仰が日本にはあるが、人間は雪のように潔白でいるこ

とができるのであろうか？自分で自分を欺くことだけはしたくないという最後の願いですら消し去ってしまうかのよ

うに、雪ははげしく降り続ける。 

７．真昼の星 

 詩は作曲に際しての吉野氏の書き下ろし。 

  －「雪の日に」でこの組曲を終えた方がよいと思った人も昔はあったが、今はすべての人が「雪の日に」の余

韻の中で、この「真昼の星」のなぐさめを味わいながら、この組曲をきき了えてくれている－と髙田氏はエッセイに

書いている。星は夜になって、はじめてその美しく瞬く姿を見せるが、昼は見えない。 

しかし、確かにそこに存在している、ひかえめに、ひそやかに、しずかに。 

 

 

 

 

「運命の歌」《Schicksalslied》Op.54 J.ブラームス 杉山範雄 

  取り組む楽曲には、作曲された時代の様式の他に、その前の時代の様々

な技法・様式が組み込まれており、その演奏経験があるとスムーズに取り組め

るのだが、今回取り組んだ『ブラームス』の時代は後期ロマン派にあたり、時代

をさかのぼれば中世（13 世紀ごろ）に始まった対位法。パレストリーナ、ヴィク

トリア等のルネッサンス期の和音を意識した対位法が誕生し、ヘンデル・バッ

ハのバロック期にはカデンツ（和声終止形）が提唱され、モーツァルト・ベート

ーベンの古典期にはカデンツの法則に則った和音の連結が至上となり、減七

のなどの特殊な和音も取り込まれるようになった。 

 ロマン派初期に入ると、ショパン、リスト、シューマンなどが代表する遠隔調

への頻繁な内部転調が多用されるようになり、これらの時代の楽曲演奏経験

なくして、ブラームスの作品に取り組むことは非常に困難なのである。しかしこ

の曲を通じて、より幅広い時代の 

作品に取り組めるきっかけと成りえるものとして選曲した次第である。 

40 歳ごろのヨハネス・ブラームス  この『運命の歌』では冒頭部分は天国的美しい情景を古典的カデンツで

始まり、やがて遠隔調への転調によって果てのない至福が表現されていく。精霊たちの天国での安らぎの場が

徐々に薄れ始め、やがて鋭い弦楽のトレモロが始まり、人間の現実世界へと突き落とされるような不吉なラッパの

和音が鳴り響く。『しかし我々人間には安らぎの場などない』と全パートの激しいユニゾンが始まり、『悩める者は

消滅し、墜落してゆく…』と、不安定で不吉な減 7 の和音が響きわたる。やがてその声は対位法に発展しフガー

ト（フーガ風）よって更なる絶望が表現されていく。『崖から岩から岩へと水が落ちていくように、行く末も知らず落

ちてゆく』とその声は次第に遠くに消えていく。やがて小さな一つの希望の光が差しはじめ、平安を予感させるよ

うな穏やかな後奏によって幕を閉じる。 


